
事業所名　　たのしい家淀川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 作成日　　平成　23年　7月　20日

【目標達成計画】

1 35
災害時に備えて十分な
備蓄品の確保

何をどの程度備蓄すれば
いいのか情報を収集する

1ヶ月

2 49
入居者様個々の希望や
意向に沿った外出支援
を継続的に行う

まずは入居様のしたいこ
と行きたいことを探り計
画を立て、それが実現で
きるような環境を整える

6ヶ月

3 40
食事を心から楽しんで
頂けるようにする

下ごしらえだけでなく味
付けや調理にも積極的に
関わって頂く。また入居
者様の好みや希望を聞き
メニューを工夫する

3ケ月

2
誰でも気軽に立ち寄れ
るような地域に溶け込
んだ事業所にする

地域のイベントなどに積
極的に参加し地域の方と
交流する事で、事業所の
イベントに気軽に来て頂
けるような関係作り

12ヶ月

5 4

市や区の介護保険担当
者と直接的な意見や話
合いが出来るような関
係を築く

まずは判らない事など質
問しこちらから積極的に
関わっていく

6ヶ月

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

（別紙２）

現状における問題点、課題

災害時に備えた食料や飲料
水の備蓄が十分に出来てい
ない

入居者様個々の希望や意向
に沿った外出支援が十分に
出来ていない
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２．　目　標　達　成　計　画

目　　　　標
目標達成に向けた具体的
な取組み内容

目標達成
に要する
期間

野菜の皮むきなど調理の簡
単なお手伝いはして頂けて
るが、食事を楽しんで頂け
るようにさらに工夫が必要

町内会に入っているが、地
域のイベントなどにはほと
んど参加できていない。さ
らに積極的な地域との交流
が必要

地域包括支援センターの職
員さんとは定期的交流があ
るが、市や区の介護保険担
当者と直接的な意見や話合
いが出来る関係を築けてい
ない


